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山形県地質土壌調査業協会山形県地質土壌調査業協会

技術委員会技術委員会技術委員会



現場視察を行 た宅盤現場視察を行った宅盤現場視察を行った宅盤

① 青山2丁目（谷埋盛土・腹付け盛土）① 青山2丁目（谷埋盛土・腹付け盛土）

② 折立5丁目（谷埋盛土）② 折立5丁目（谷埋盛土）② 折立5丁目（谷埋盛土）

③ 苑 斜 壊③ 西花苑1丁目（斜面の崩壊）③ 西花苑1丁目（斜面の崩壊）

④ 緑が丘3丁目（谷埋盛土）④ 緑が丘3丁目（谷埋盛土）④

上記 箇所の宅盤変状箇所を視察したが上記、4箇所の宅盤変状箇所を視察したが、上記、4箇所の宅盤変状箇所を視察したが、
被害の甚大さに 愕然とした被害の甚大さに、愕然とした。



宅盤被害＜宅盤被害＞：仙台市内を例として＜宅盤被害＞：仙台市内を例として＜宅盤被害＞ 仙台市内を例として

被害を受けた宅盤の地形的特徴と 被害の特徴被害を受けた宅盤の地形的特徴と、被害の特徴被害を受けた宅盤 地形的特徴 、被害 特徴

１．地形的特徴１．地形的特徴
被害を受けた宅盤は 丘陵地の中にある谷を埋めて大・被害を受けた宅盤は、丘陵地の中にある谷を埋めて大
規模造成が行われた場所で被害が発生している規模造成が行われた場所で被害が発生している。

・小規模な被害箇所では 局部的な腹付け盛土部で被・小規模な被害箇所では、局部的な腹付け盛土部で被
害が発生している。害が発生している。

・大規模造成は 昭和35年頃から概ね昭和60年にかけ・大規模造成は、昭和35年頃から概ね昭和60年にかけ
施 され るて施工されている。て施 されている。



２ 被害の特徴２．被害の特徴
・谷埋め盛土部（造成部）で 被害が集中している・谷埋め盛土部（造成部）で、被害が集中している。

切盛境を挟んで 被害程度に大きな差異がある・切盛境を挟んで、被害程度に大きな差異がある。切盛境を挟んで、被害程度に大きな差異がある。

・全体に変位量が大きく 活動域内の家屋被害が・全体に変位量が大きく、活動域内の家屋被害が
著しい著しい。

1978年の宮城県沖地震で被害を受けた箇所が・1978年の宮城県沖地震で被害を受けた箇所が、震
再活動した所もある再活動した所もある。



斜面変動 タイプ斜面変動のタイプ斜面変動のタイプ
2011年東北地方太平洋沖地震によって発生した造成地盤の地すべり（第2報）：釜井 俊孝氏2011年東北地方太平洋沖地震によって発生した造成地盤の地す り（第2報）：釜井 俊孝氏

地表における変状は 切り盛り境界における盛土側の沈下 斜地表における変状は、切り盛り境界における盛土側の沈下、斜表

面変動（地すべり 斜面崩壊等） 液状化による隆起 沈下等で面変動（地すべり、斜面崩壊等）、液状化による隆起・沈下等で

あ たあった。

これら地表変状は 切り土であるか盛土であるかの違い 盛土これら地表変状は、切り土であるか盛土であるかの違い、盛土

の厚さ 造成年代を反映した地形改変様式 地下水位の高低の厚さ、造成年代を反映した地形改変様式、地下水位の高低、

対策工事の影響等によって出現する種類と場所が異なっていた対策工事の影響等によって出現する種類と場所が異なっていた。

以上のような変状状況の特徴に着目し これらの地表変動を以上のような変状状況の特徴に着目し、これらの地表変動を

「盛土の厚さ」と「すべり面の位置」に着目し 整理している「盛土の厚さ」と「すべり面の位置」に着目し、整理している。



地表変動を「盛土の厚さ」と「すべり面の位置」に着目地表変動を「盛土の厚さ」と「すべり面の位置」に着目表変動を 厚 」 す り 置」 着目

つのタイプに区分されるとしている5つのタイプに区分されるとしている。

Ｔ １ 「谷埋め盛土地すべり」 盛土やや厚く すべり面はＴｙｐｅ １：「谷埋め盛土地すべり」。盛土やや厚く、すべり面は

ほぼ底面ほぼ底面。

Ｔｙｐｅ ２：「腹付け盛土のすべり」 盛土薄く すべり面はほぼＴｙｐｅ ２：「腹付け盛土のすべり」。盛土薄く、すべり面はほぼ

底面 ＊緩傾斜 高い地下水位を示す底面。 ＊緩傾斜、高い地下水位を示す。

Ｔｙｐｅ ３：「谷埋め＋腹付け盛土のすべり」 盛土厚さ中位Ｔｙｐｅ ３：「谷埋め＋腹付け盛土のすべり」。盛土厚さ中位、

すべり面は中位すべり面は中位。

Ｔｙｐｅ ４：「盛土の崖崩れ」。盛土厚く、すべり面は中位。Ｔｙｐｅ ４：「盛土の崖崩れ」。盛土厚く、すべり面は中位。

Ｔｙｐｅ ５：「（緩斜面における）表層すべり」。盛土厚多種、すＴｙｐｅ ５： （緩斜面における）表層す り」。盛土厚多種、す

浅べり面は浅い。り面は浅い。



＊「すべり面の位置」とは、盛土全体に対する「すべり面」の相対的な発達部位を表している。す り面の位置」とは、盛土全体に対する す り面」の相対的な発達部位を表している。

造成地盤 発生した地すべりの分類造成地盤で発生した地すべりの分類造成地盤で発生した地すべりの分類



＜仙台市内全体の被害状況＞＜仙台市内全体の被害状況＞

仙台市内宅地被害分析仙台市内宅地被害分析

仙台市における大規模住宅地被害の全体位置仙台市における大規模住宅地被害の全体位置

㈱千代田ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 橋本隆雄氏：「東北地方太平洋沖地震での宅地被害状況調査結果について」より抜粋㈱千代田ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 橋本隆雄氏：「東北地方太平洋沖地震での宅地被害状況調査結果について」より抜粋



白色部が盛土白色部が盛土

盛土前（左）と盛土後（右） 鳥瞰図盛土前（左）と盛土後（右）の鳥瞰図

太田英将氏・釜地俊孝氏：「2011年 東北地方太平洋沖地震に伴う造成盛土すべり」より抜粋



青山 丁目青山2丁目（Ｔｙｐｅ２：腹付け盛土 水位高い）青山2丁目（Ｔｙｐｅ２：腹付け盛土、水位高い）

腹付け盛土が 著し・腹付け盛土が、著し腹付け盛土が、著し
く変位しているく変位している。

地下水が非常に豊富・地下水が非常に豊富地下水が非常に豊富
で湧水多いで湧水多い。

地すべり側部で 移・地すべり側部で、移地すべり側部で、移
動土隗の絞り出しが動土隗の絞り出しが動 隗 絞り出し
見られる見られる。

・右図は「仙台市宅地保全審議会：資料」抜粋・右図は「仙台市宅地保全審議会：資料」抜粋。

平 面 図平 面 図



地すべり頭部を、右側部より望む 地すべり末端部の崩壊地す り頭部を、右側部より望む 地すべり末端部の崩壊

地すべり側部の 絞り出し 地すべり側部の 湧水地すべり側部の、絞り出し 地すべり側部の、湧水



対策工比較表（仙台市宅地保全審議会資料より抜粋）対策工比較表（仙台市宅地保全審議会資料より抜粋）



折立 丁目折立5丁目（Ｔｙｐｅ１：谷埋め盛土）折立5丁目（Ｔｙｐｅ１：谷埋め盛土）

活動範囲が広く・活動範囲が広く、活動範囲が広く、
被害も大規模被害も大規模。

・家屋 擁壁の被害・家屋，擁壁の被害
が顕著が顕著。が顕著。

盛土厚さは１０・盛土厚さは１０ｍ盛土厚さは
程度で ほぼ底面程度で、ほぼ底面
で滑 ているで滑っている。で滑 て る。

1978年には 被災・1978年には、被災年には、被災
していないしていない。

・右図は「仙台市宅地保全審議会：資料」抜粋。右図は 仙台市宅地保全審議会：資料」抜粋。

平 面 図平 面 図



やや急な下り坂やや急な下り坂

やや急な下り坂

折立 5丁目 航空写真折 目 航 写真



地すべり頭部 陥没 地すべり頭部 末端部地すべり頭部 陥没 地すべり頭部 末端部

地すべり側部 ブロック塀の破壊 地すべり中間部 腹付け盛土の末端部地すべり側部 ブロック塀の破壊 地すべり中間部 腹付け盛土の末端部



地すべり中間部 道路 家屋の移動地すべり中間部 道路・家屋の移動 地すべり末端部の隆起

地すべり頭部の陥没 地すべり中間部 山側からの押出し地すべり頭部の陥没 地すべり中間部 山側からの押出し



中央部 家屋・塀の被害 末端部 変形著しい家屋中央部 家屋 塀の被害 末端部 変形著しい家屋

中間部 傾動した家屋 中間部 家屋中央から大きく変形中間部 傾動した家屋 中間部 家屋中央から大きく変形



対策工比較表（仙台市宅地保全審議会資料より抜粋）対策工比較表（仙台市宅地保全審議会資料より抜粋）



西花苑１丁目西花苑１丁目（自然斜面の地すべり）西花苑１丁目（自然斜面の地すべり）苑

・新第三紀の地すべりブ新第三紀の地すべりブ
ロックが 地震により再ロックが、地震により再
活動 た活動した。活動した。

地すべり頭部の切土に・地すべり頭部の切土に
より安定度が上昇したより安定度が上昇した
のだが 強烈な地震動のだが、強烈な地震動
で再活動したで再活動した。で再活動した。

家屋１戸が 谷側へ大き・家屋１戸が、谷側へ大き
棟も被く傾動し、他３棟も被災く傾動し、他３棟も被災

したした。

・右図は「仙台市宅地保全審議会：資料」抜粋。

平 面 図平 面 図



地すべり頭部家屋 谷側 大きく傾動地すべり頭部家屋 谷側へ大きく傾動

地すべり頭部 左遠方より望む地すべり頭部 左遠方より望む
地すべり頭部 左遠方より望む地す り頭部 左遠方より望む

地すべり頭部 谷側（奥）へ傾動 地すべり頭部 谷側（左）へ傾動地すべり頭部 谷側（奥）へ傾動



対策工比較表（仙台市宅地保全審議会資料より抜粋）対策工比較表（仙台市宅地保全審議会資料より抜粋）



緑が丘３丁目緑が丘３丁目（Ｔｙｐｅ１ ５：谷埋め盛土）緑が丘３丁目（Ｔｙｐｅ１，５：谷埋め盛土）
1978年 宮城県沖地・1978年 宮城県沖地年 宮城県沖地
震で地すべりが発生震で地すべりが発生
し 鋼管杭（5列）と地し、鋼管杭（5列）と地
下水排除工（集水井下水排除工（集水井
工３基）で対策済み工３基）で対策済み。

宅盤全体 深 すべ・宅盤全体の深いすべ宅盤全体の深いす
り（底面すべり）は抑り（底面すべり）は抑り（底面す り）は抑
止できたが 浅いす止できたが、浅いす、浅 す
べりには 効果が限べりには、効果が限
定的である定的である。

平 面 図平 面 図



が＜緑が丘３丁目地すべりにおける対策工＞＜緑が丘３丁目地すべりにおける対策工＞

・１９７８年の地震後、底面すべりの抑止を目的に鋼管杭：５列、地下１９７８年の地震後、底面すべりの抑止を目的に鋼管杭：５列、地下

水排除工として集水井３基を施工していた 今回の地震による被災を水排除工として集水井３基を施工していた。今回の地震による被災を
見ると一定の効果は認められたが、家屋を守るという観点では、抜本見る 定 効果 認 れ 、家屋を守る う観点 、抜本
的な対策には至っていないことが判明し 今後さらなる対策工が必的な対策には至っていないことが判明し、今後さらなる対策工が必
要と判断される要と判断される。



災害危険区域指定（１９７８宮城県沖地震後に指定）災害危険区域指定（１９７８宮城県沖地震後に指定）
地すべり頭部

集水井工 抑止杭工 杭頭が10°谷側傾動集水井工 抑止杭工 杭頭が10°谷側傾動



まとめまとめまとめ
・谷埋め盛土地すべりの特性谷埋め盛土地すべりの特性
① 切盛り境界部で被害が明瞭に区分される① 切盛り境界部で被害が明瞭に区分される。① 切盛り境界部で被害が明瞭に区分される。
② 地震によるすべり面の想定が困難であり 対策工② 地震によるすべり面の想定が困難であり、対策工
計画が難しい計画が難しい。
地すべり対策工済み箇所でも 被災している。地すべり対策工済み箇所でも、被災している。

③ 今後 盛土の変動予測技術を確立する必要がある③ 今後、盛土の変動予測技術を確立する必要がある。③ 今後、盛 変動予測技術を確 する必要 ある。

「大規模盛土造成地の変動予測調査ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの解設」「大規模盛土造成地の変動予測調査ｶ ｲﾄ ﾗｲﾝの解設」
（国土交通省 成 年 月）を見直 運用 く必（国土交通省：平成20年2月）を見直し、運用していく必（国土交通省 平成20年2月）を見直し、運用していく必
要がある要がある。要
（詳細は国土交通省HP：宅地防災｜都市 地域整備｜宅地防災ト プ｜（詳細は国土交通省HP：宅地防災｜都市・地域整備｜宅地防災トップ｜
で検索して下さい ）で検索して下さい。）



山形県内の宅盤被害の想定山形県内の宅盤被害の想定山形県内の宅盤被害の想定
前述した報告を基に 県内の宅盤被害を被る可能性のある地域を前述した報告を基に、県内の宅盤被害を被る可能性のある地域を
を以下にまとめる。を以下にまとめる。

・山形市 東部 南部・山形市 東部，南部
山辺町 中央部・山辺町 中央部
・新庄市 西部新庄市 西部

＜大規模盛土造成地で被災しやすい条件＞＜大規模盛土造成地で被災しやすい条件＞

・谷埋め盛土造成地：谷や沢を埋めるため地下水が豊富で、形状的に盛谷埋め盛土造成地：谷や沢を埋めるため地下水が豊富で、形状的に盛
土側面に谷部の斜面が存在することが多い場合。谷幅・盛土厚は様々土側面に谷部の斜面が存在することが多い場合。谷幅 盛土厚は様々
で、詳細に分類しづらい。で、詳細に分類しづらい。

腹 模盛 造成 盤 が 在 盤・腹付け型大規模盛土造成地：傾斜地盤上で地下水が存在し、現地盤勾
が 度 盛 が 造成 だ 水がな 合
腹 規 傾 、
配が20度以上、盛土厚が5m以上の造成地。ただし、地下水がない場合
でも、10ｍ以上の盛土厚がある場合では被災しているケースもある。も、 以 盛 厚 ある場合 は被災し るケ もある。
＊「大規模盛土造成地の変動予測調査ガイドラインの解説」より＊「大規模盛土造成地の変動予測調査ガイドラインの解説」より


